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タ
ブ
ア
リ
運
動
の
ナ
イ
ヤ
ビ
ン
ギ
音
楽
凶

前
回
で
は
、
ラ
ス
タ
フ
ァ
リ
讃
美
歌
と
し
て
の
ナ
イ
ヤ
ピ
ン
ギ
音
楽
研
究

へ
の
ア
プ
ロ
!
チ
と
、
間
讃
美
歌
成
立
の
概
史
を
ま
と
め
た
。
肱
刊
に
成
立
過

程
に
お
け
る
西
欽
キ
リ
ス
ト
教
、
ラ
ス
タ
フ
ァ
リ
連
動
の
先
駆
と
し
て
の
ガ

ー
ヴ
ェ
イ
運
動
と
ベ
ド
ワ
ー
ド
派
の
影
響
、
そ
し
て
音
楽
的
に
問
題
と
な
る

ブ
ル
と
ク
ミ
ナ
の
伝
統
と
の
関
連
に
つ
い
て
概
説
し
た
。

今
回
は
、
ラ
ス
タ
フ
ァ
リ
讃
美
歎
の
表
現
と
そ
の
内
容
に
つ
い
て
焦
点
を

絞
る
。四

ラ
ス
タ
フ
7

リ
讃
美
歌
の
表
現

若
干
の
問
題
点

こ
れ
ま
で
祭
者
は
、
主
と
し
て
レ
ゲ
エ
と
区
別
す
る
た
め
に
、
フ
フ
ス
タ
フ

長

嶋

佳

子
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ァ
リ
音
楽
」
と
い
う
混
同
を
招
く
呼
称
で
は
な
く
、
「
ナ
イ
ヤ
ピ
ン
ギ
音
楽
」

と
し
て
概
括
し
て
き
た
。
レ
ゲ
エ
に
見
ら
れ
る
ポ
ピ
士
フ
!
音
楽
と
し
て
の

諾
要
素
ゆ
え
に
、
本
来
の
ラ
ス
タ
フ
ア
リ
ア
ン
の
あ
る
べ
き
姿
か
ら
議
離
し

て
い
る
、
と
す
る
大
多
数
の
ラ
ス
タ
ブ
ア
リ
ア
ン
の
意
見
が
あ
る
か
ら
で
あ

る
。
ご
く
簡
単
に
レ
ゲ
エ
と
ナ
イ
ヤ
ピ
ン
ギ
音
楽
を
比
較
し
て
み
る
と
〔
図

表
1
〕
に
見
ら
れ
る
如
く
、
両
者
を
両
極
に
置
く
音
楽
ス
ペ
ク
ト
ル
が
で
き

よ
う
。
左
は
レ
ゲ
且
、
右
は
ナ
イ
ヤ
ピ
ン
ギ
音
楽
を
表
わ
す
。
両
者
の
諸
要

素
は
、
必
ず
し
も
厳
密
に
分
離
障
さ
れ
う
る
も
の
で
は
な
い
。
中
央
の
端
線
に

一
不
さ
れ
る
如
く
、
時
と
場
及
び
状
況
に
応
じ
て
混
在
し
て
表
出
す
る
と
言
え

る。
次
に
「
讃
美
歌
」
と
し
て
の
表
現
で
あ
る
が
、
本
稿
で
は
後
ら
の
宗
教
的

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
主
販
を
置
く
。
そ
し
て
人
気
が
あ
り
、
よ
く
歌
わ
れ
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と
は
い
え
、
『
ラ
ス
タ
ブ
ァ

p
讃
美
歌
集
』
の
よ
う
な
も

の
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
基
本
的
に
は
、
サ
シ
キ
!
の
讃
美
歌
等
に
則
っ

た
も
の
が
多
い
。
し
か
し
、
歌
集
(
楽
譜
付
き
は
例
外
で
、
歌
詞
は
古
風
な

英
語
が
並
ぶ
〉
を
手
に
し
て
歌
う
こ
と
は
む
し
ろ
稀
で
あ
っ
た
。
読
め
な
い

者
も
い
る
。
幼
少
時
よ
り
耳
で
淘
き
慣
れ
て
覚
え
る
の
が
一
般
約
で
、
折
に

つ
け
口
ず
さ
む
讃
美
歌
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
は
、
ラ
ス
タ
フ
ア
リ
ア
ン
に
も
受
け

継
が
れ
て
い
る
よ
う
だ
。
そ
れ
も
、
ラ
ス
タ
ブ
ァ
リ
信
仰
へ
の
キ
リ
ス
ト
教

の
影
響
と
そ
の
伝
統
の
重
さ
を
、
自
ら
語
勺
て
い
る
。

ラ
ス
タ
フ
ァ
リ
運
動
の
現
状
況
に
お
い
て
、
そ
の
内
部
構
成
は
複
雑
で
、

ハ
l
〉

か
っ
多
様
で
あ
る
。
ぞ
れ
が
顕
著
に
示
さ
れ
る
の
は
グ
ル
ー
プ
構
成
で
あ 図書聖 1

る
。
そ
の
形
成
、
発
展
、
あ
る
い
は
衰
退
等
の
返
程
は
常
に
流
動
的
で
、

ー
三
人
か
ら
ニ
J
三
百
人
を
超
す
グ
ル
ー
プ
が
、
相
互
に
関
係
し
合
い
、
あ

る
い
は
無
関
係
に
併
存
し
て
い
る
ハ
図
1
1
3
Y
ま
た
そ
の
多
様
性
は
、

音
楽
に
も
反
映
さ
れ
る
。

A
グ
ル
ー
プ
で
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
も
の
が
B
グ
ル
ー

プ
で
も
そ
う
だ
と
は
、
必
ず
し
も
言
え
な
い
。
独
自
性
を
各
グ
ル
ー
プ
が
発

揮
し
、
お
は
こ
の
曲
を
持
つ
場
合
も
あ
る
。
そ
れ
だ
け
に
、
全
て
の
ラ
ス
タ

ブ
ア
リ
ア
γ
に
と
っ
て
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
も
の
を
抽
出
す
る
の
は
、
至
難
の
業

と
な
る
。
こ
こ
で
は
、
有
名
で
規
模
も
大
き
な
幾
つ
か
の
グ
ル
ー
プ
の
も
の

を
例
と
し
て
取
り
上
げ
た
。

2 

表
現
の
場

l
lゲ
ラ
ウ
ネ
イ
シ
ョ
ン

i
l
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ラ
ス
タ
ブ
ァ
リ
讃
美
歌
が
最
も
典
型
的
に
登
場
す
る
の
は
、
グ
ラ
ウ
ネ
イ

シ
ョ
ン
の
場
で
あ
る
。
こ
の
「
織
の
基
」
を
意
味
す
る
ラ
ス
タ
ブ
ァ
リ
迭
諮
問

す
き
目
。
由
吉
国
〉
は
、
例
え
ば
宗
教
ハ
礼
拝
)
、
教
育
令
市
曽
田
O
E
目白出
M
H
彼
ら
な

り
の
神
学
あ
る
い
は
信
仰
に
則
っ
た
談
合
〉
、
娯
楽
(
音
楽
、
踊
り
)
等
の

役
割
を
同
時
に
合
わ
せ
持
つ
、
多
元
的
機
能
の
社
会
文
化
的
複
合
体
で
あ

る。
集
ま
り
は
夜
、
一
戸
外
で
行
な
わ
れ
る
こ
と
が
除
名

J

ぃ
。
「
午
後
の
ビ
ン
ギ
」
は

実
際
に
は
六
時
、
七
時
と
、
陽
も
と
っ
ぷ
り
暮
れ
て
か
ら
始
ま
る
。
(
ま
だ

陽
の
曹
関
い
午
後
に
ド
ラ
ム
の
音
に
誘
わ
れ
て
行
っ
て
も
、
一
人
、
二
人
が
ド

ラ
ム
を
m
叩
い
て
い
る
の
み
、
と
い
う
こ
と
も
よ
く
あ
っ
た
J

そ
し
て
長
い

場
合
は
一
晩
中
、
短
く
て
も
十
時
、
十
一
時
と
続
く
。
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は

グ

ル

ー

プ

、

例

え

ば

、

「
神
権
政
治
」
(
、
同
，
z
o
n
H白
神
山
町
下
ミ
の

2
2ロ
5
3
C
グ
ル
ー
プ
は
、
(
正
式
な

メ
ン
バ
ー
の
数
も
、
ま
た
侭
を
も
っ
て
そ
の
グ
ル
ー
プ
に
属
す
と
し
て
い
る

内

2
V

か
も
不
明
で
あ
っ
た
が
)
そ
の
規
模
の
大
き
さ
ゆ
え
に
、
人
里
離
れ
た
山
中

の
小
川
沿
い
の
広
大
な
空
き
地
に
陣
を
携
え
、
一
ヶ
月
間
、
大
ナ
イ
ヤ
ピ
ン

ギ
を
開
催
し
た
こ
と
が
あ
る
。
先
号
掲
載
の
門
地
図
1
〕
で
、
ウ
品
ス
ト
モ

セ
ン
ト
・
ジ
ェ
イ
ム
ズ
河
行
政
教
区
境
の
ブ
ル
ー
ス
・
ホ
ー
ル

目
的
、

函 1

ア
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ン
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人
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一
方
、
家
族
、
親
族
が
中
心
の
小
規
模
な
集
ま
り
1

1
定
期
的
な
も
の
で

は
な
く
任
意
に
開
か
れ
る

l
lの
場
合
に
は
、
主
要
メ
ン
バ
ー
は
せ
い
ぜ
い

数
人
で
、
あ
と
は
近
所
の
傍
観
者
や
好
奇
心
を
満
た
し
た
い
者
た
ち
が
、
ド

ラ
ム
に
誘
わ
れ
て
覗
き
に
来
る
。
概
し
て
、
主
要
メ
ン
バ
ー
の
リ
ー
ダ
ー
格

(
3〉

の
家
の
「
ヤ
l
ド
」
な
阻
止
)
と
呼
ば
れ
る
共
同
生
活
空
聞
が
、
グ
ラ
ウ
ネ

イ
シ
ョ
ン
の
場
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
一
般
的
な
グ
ラ
ウ
ネ
イ
シ
ョ
ン
で
の
ナ
イ
ヤ
ピ
ン
ギ
音
楽
に

は
、
〔
図
4
〕
に
示
さ
れ
る
よ
う
な
幾
つ
か
の
必
要
不
可
欠
な
要
素
が
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
ベ
ー
ス
(
一
台
〉
、
フ
ン
デ
(
多
数
可
)
、

台
、
稀
に
二
台
)
の
=
一
種
類
の
ド
ラ
ム
、

イ
カ

I
ズ
と
も
呼
ば
れ
る
)
、

リ
ピ
ー
タ
l

マ
ラ
カ
ス

(
シ
ャ
ツ
カ
ズ
、

〈

4
〉

グ
レ
イ
タ

I
等
の
身
近
な
打
楽
器
、

〆-、シ
ョエ

リ
ズ
ム 図 4

を
取
っ
て
叩
く
手
、
人
声
(
歌
声
、
叫
び
声
、
話
し
声
、

り
手
た
ち
の
足
音
、
焚
火
の
燃
え
る
音
等
で
あ
る
。

集
ま
り
の
形
態
が
正
統
派
キ
リ
ス
ト
教
の
集
会
に
似
て
い
る
グ
ル
ー
プ

は
、
儀
式
の
形
式
を
よ
り
重
視
す
る
。
全
体
と
し
て
の
統
制
に
も
細
か
い

(
あ
る
グ
ル
ー
プ
は
非
常
に
厳
密
な
)
配
慮
を
す
る
。
讃
美
の
時
を
明
確
に

定
め
、
「
司
祭
」
や
「
長
老
」
等
の
リ
ー
ダ
ー
格
の
面
々
が
指
示
を
授
け
る
。

従
っ
て
、
讃
美
の
時
は
原
則
と
し
て
全
員
一
致
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
よ
り
カ

ジ
ュ
ア
ル
で
粗
野
な
グ
ラ
ウ
ネ
ィ
シ
ョ
ン
で
は
、
儀
式
的
な
こ
と
は
ほ
と
ん

ど
無
い
。
か
え
っ
て
そ
れ
に
批
判
的
で
も
あ
り
、
自
主
性
を
よ
り
重
ん
じ

る
。
全
体
的
統
制
と
は
程
遠
い
。
讃
美
も
、
必
ず
し
も
全
員
唱
和
ま
で
に
至

ら
な
い
。
各
人
は
任
意
に
参
加
し
、
任
意
に
止
め
た
り
す
る
。
楽
器
演
奏
に

も
、
多
少
な
り
と
も
、
同
様
の
傾
向
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。

た
い
て
い
の
場
合
、
集
ま
っ
た
者
た
ち
を
見
、
頃
を
見
計
ら
っ
て
、
ド
ラ

お
も
む
ろ

マ
1
の
一
人
が
オ
ス
テ
ィ
ナ
l
ト
・
パ
タ
ー
ン
を
徐
に
叩
き
始
め
る
。
一

人
、
二
人
と
次
第
に
仲
間
入
り
す
る
が
、
初
め
の
ド
ラ
ム
演
奏
の
良
し
慈
し

は
、
後
に
続
く
者
た
ち
へ
の
催
促
、
集
ま
り
全
体
の
ベ

l
ス
・
セ
ッ
タ
ー
と

も
な
る
。
ド
ラ
マ
ー
が
増
え
、
音
が
大
き
く
響
く
と
(
そ
れ
は
か
な
り
遠
く

ま
で
も
聞
こ
え
る
て
そ
の
リ
ズ
ム
に
乗
せ
ら
れ
て
自
然
に
手
足
を
動
か
し
、

身
体
を
揺
す
る
人
も
増
え
て
く
る
。
ノ
ン
・
ラ
ス
タ
フ
ア
リ
ア
ン
の
傍
観
者

た
ち
も
、
い
つ
の
間
に
か
身
体
を
動
か
す
。

-45 -

呼
び
声
等
〉
、
踊

リ
ー
ド
を
と
る
ド
ラ
マ
ー
は
、
仲
間
の
奏
者
た
ち
の
状
態
|
|
そ
れ
は
心

の
動
き
ま
で
も
含
む
I
l
l
-を
読
み
取
り
、
自
ら
一
曲
歌
い
出
す
か
、
彼
に
促



さ
れ
る
よ
う
に
悠
の
仲
間
が
歌
詞
を
つ
け
て
ゆ
く
。
幽
は
ド
ラ
ム
が
中
心

で
、
金
奏
者
が
乗
っ
て
く
る
と
、
そ
の
音
響
は
地
を
這
い
、
そ
れ
が
空
気
の

振
動
と
合
わ
さ
れ
γ
、
身
体
全
体
に
伝
わ
っ
て
く
る
。
そ
れ
を
受
け
て
、
さ
ら

に
鳴
殺
の
戸
は
大
き
く
、
外
び
声
も
綴
繁
に
、
ま
た
締
り
の
動
き
も
激
し
く

な
り
、
陶
酔
す
る
。

こ
の
陶
酔
へ
の
導
入
に
欠
か
せ
な
い
も
の
に
、
ガ
ン
ジ
ャ
ハ
宮
口
い
る
と
呼

ハ
5
〉

ば
れ
る
マ
リ
フ
ァ
ナ
が
あ
る
。
彼
ら
は
「
聖
な
る
意
」
と
宗
教
的
神
秘
性
を

付
与
し
、
「
国
家
を
癒
す
」
「
知
恵
の
草
」
と
崇
め
て
い
る
。

法
的
に
は
売
買
も
栽
培
も
禁
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
彼
ら
は
信
仰
の
向
口
市
出
を

楯
に
、
公
然
と
煙
を
吐
く
。
特
に
グ
ラ
ウ
ネ
ィ
シ
ョ
ン
で
好
ま
れ
る
の

ぜ
寄
せ
る

は
、
「
水
爆
体
踊
」
ハ
竹
刷
機
、
木
製
〉
で
、
綴
々
に
北
自
・
役
立
て
て
留
し
吸
い
し
、

煙
を
鼻
か
ら
出
す
。
そ
の
他
、
各
々
手
持
ち
の
紙
で
巻
い
て
葉
巻
、
鐙
草
状

の
も
の
を
口
に
く
わ
え
て
演
奏
す
る
。
そ
の
鎮
静

i
弛
緩

i
抑
制
作
用
と
刺

激
1

興
奮
作
用
に
よ
り
、
視
聴
覚
、
全
身
体
が
反
応
す
る
感
覚
|
運
動
的
次

元
の
高
揚
と
な
る
の
で
あ
る
。

グ
ラ
ウ
ネ
イ
シ
ョ
ン
の
義
本
形
と
し
て
〔
図
4
〕
に
は
汚
形
を
示
し
た

が
、
実
際
は
精
丹
で
も
、
不
定
形
で
さ
え
も
よ
い
。
出
入
。
自
由
な
開
放
性

b
R
表
わ
し
、
奏
者
も
歌
い
手
や
踊
り
手
も
移
動
し
た
り
す
る
か
ら
で
あ
る
。

基
本
的
に
は
、
穏
互
の
状
態
が
一
日
で
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

そ
れ
だ
け
共
通
感
情
を
持
ち
易
い
。
自
由
、
意
志
、
怒
意
位
、
共
有
、
感
情

移
入
等
を
尊
重
す
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。

表
現
の
手
段
・
技
法

制

楽

器

表
現
の
道
具
と
し
て
各
楽
器
が
あ
り
、
そ
れ
ら
を
通
し
て
表
わ
さ
れ
る
意

味
が
あ
る
。
後
者
念
大
雑
抱
に
義
渡
す
る
と
、
一
一
境
問
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
一

方
は
ア
フ
ヲ
カ
的
文
化
遺
産
あ
る
い
は
伝
統
継
承
、
他
方
は
本
来
の
意
味
で

の
自
然
主
義
ハ
自
然
約
な
も
の
に
掘
削
値
を
置
く
〉
に
演
す
る
も
の
で
あ
る

(
こ
れ
ら
の
象
徴
的
機
能
と
そ
の
意
義
に
つ
い
て
は
次
回
)
。

3 
制基

本
的
に
は
、
い
わ
ゆ
る
拍
節
ザ
ズ
ム
に
属
す
る
。
そ
の
パ
タ
ー
ン
と
ア

ク
セ
ン
ト
は
打
楽
器
を
中
心
に
特
徴
づ
け
ら
れ
る
。
こ
の
一
一
一
声
部
で
構
成
さ

れ
る
ポ
リ
ヲ
ズ
ム
〈
ク
開
ス
・

9
ズ
ム
〉
は
、
品
取
官
岡
部
〈
リ
ピ
ー
タ
!
〉
を

徐
き
比
較
的
容
易
に
演
奏
可
能
で
、
技
術
的
に
高
度
で
な
く
て
も
自
己
満
足

で
き
る
程
、
模
倣
も
儲
閥
単
で
あ
る
。

こ
れ
は
特
筆
に
値
す
る
。
す
な
わ
ち
誰
で
も
で
き
る
者
(
た
だ
し
、
原
則

と
し
て
ド
ラ
ム
は
男
性
の
み
、
品
砲
の
楽
器
も
男
性
中
心
〉
は
参
加
で
き
る
。

そ
し
て
参
加
に
は
そ
れ
な
り
の
愛
径
が
伴
う
と
い
う
「
夜
接
民
主
主
義
」
が

誹
訂
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
も
や
は
り
自
由
意
志
、
開
放
佳
、
共
有

精
神
が
一
水
泳
、
れ
て
い
る
。

無
論
、
下
手
な
(
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
溺
し
た
り
、
不
愉
快
な
思
い
を
さ

せ
る
)
演
奏
は
、
じ
き
に
他
の
「
兄
弟
」
に
取
っ
て
代
わ
れ
る
。
が
、
ペ
ー

ス
・
セ
ッ
タ
ー
の
ド
ラ
ム
に
付
い
て
ゆ
け
、
ザ
ズ
ム
を
綴
さ
な
い
擦
り
、
フ

シ
デ
な
ら
演
奏
を
続
け
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
全
体
を
統
制
す
べ
き
ベ
1
ス

リ
、
ス
ム
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〔楽婚3)ラスタファリン・リピーターのリズム

{表記可能なものの例)

I:JJJJIm:1 

1: J r上).;'1:1

1:γ刀，n字字:I 

ラスタブァロアンの讃美歌

ド ~jl 問:I 
I:! J. jゎ:I 

1:メ事Jgp:!

醒至る・な
めつ(技ま
とて J 術し
なは?をて
つ、ど要や
て並〉し最
しのリ、も
ま技ピ人複
う術 I に雑
。でタ関・で
ハは 1 か・高
リ輿にせ・度

ピ
1
タ
l
の
楽
譜
表
記
は
図
難
.

で
あ
る
が
、
比
較
的
容
易
で
表

記
可
能
な
も
の
を
捌
内
示
す
る

こ
と
〔
楽
譜
3
〕
の
よ
う
に
な

る。〉総
じ
て
ド
ラ
ム
は
要
で
あ

と d心・ 11 り
解音・彼
釈を らそ
ささのの
れえ 神 リ
て意 ジズ
い味ヤム
るす l は
。る~セ

もe;..ラ
のミノシ
、 のエ

S
F
'
aア
イ

3

料

旋

律

ほ
と
ん
ど
は
讃
美
歌
詞
、
あ
る
い
は
西
欧
調
で
あ
る
。

〈

6
〉

ズ
ム
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
」
と
い
う
、
二
大
文
化
の
混
合
形
態
の

的
確
な
表
現
の
一
例
と
い
え
る
。

基
本
的
に
は
、
日
本
人
の
耳
に
も
聞
き
取
り
易
い
全
音
階
に
刻
っ
て
い

る
。
そ
れ
に
合
致
し
な
い
音
が
出
て
く
る
場
合
も
あ
る
。
〈
敢
え
て
記
鶏
す

る
な
ら
ば
、
半
音
階
的
半
音
も
登
場
し
よ
う
。
〉
西
洋
音
楽
を
韻
聞
き
慣
れ
た

「
ア
フ
リ
カ
の
リ

耳
に
は
、
全
音
階
か
ら
は
ず
れ
た
、
と
見
さ
れ
て
も
仕
方
無
い
よ
う
な
音
と

苦
闘
え
る
a

そ
れ
は
、
讃
美
歌
を
愛
唱
す
る
ブ
ラ
ッ
ク
・
リ
ヴ
ァ
イ
ヴ
ァ
ル
派
の
伝
統

の
中
か
ら
ラ
ス
タ
フ
ァ
ヲ
ア
ン
が
誕
生
し
た
こ
と
、
そ
し
て
ジ
ャ
マ
イ
カ

の
民
俗
音
楽
に
お
い
て
も
(
先
号
〔
表
1
〕
参
照
〉
、
ア
フ
リ
カ
か
ら
の

純
粋
な
伝
統
継
承
は
部
分
的
な
も
の
に
す
ぎ
ず
、
何
ら
か
の
形
で
西
洋
音
楽

の
影
響
(
例
i
楽
器
、
リ
ズ
ム
、
綻
律
、
和
音
、
歌
調
に
お
い
て
)
を
受
け

て
き
た
こ
と
、
と
い
う
二
つ
の
大
き
な
要
因
に
よ
ろ
う
。
自
己
の
全
意
識

(
無
意
識
も
含
め
て
)
が
最
も
深
く
か
っ
強
く
作
動
し
合
う
宗
教
的
経
験
の

〈

7
〉

役
界
に
し
ろ
、
日
常
生
活
の
緊
張
弛
緩
を
促
進
す
る
娯
楽
の
持
に
し
ろ
、
白

人
文
化
優
越
主
義
の
綬
強
い
影
響
な
見
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
マ
も
あ
る
。

そ
れ
は
、
一
二
百
年
以
上
に
及
ん
だ
強
力
な
績
民
地
支
配
也
構
造
を
半
永
続
化
さ

せ
る
心
理
的
・
文
化
的
統
制
酬
と
そ
の
浸
透
が
、
作
用
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

ハ
8
〉

旋
律
を
規
制
制
す
る
諸
要
素
の
う
ち
、
調
に
関
す
る
主
要
な
傾
向
を
見
る
と
、

西
洋
音
楽
の
謁
の
範
壌
に
入
り
、
し
か
も
長
認
が
短
識
を
か
な
り
の
程
度
を

凌
ぐ
。
ま
た
、
集
ま
り
の
目
的
や
性
質
上
、
ジ
ャ

l
H
セ
ラ
シ
エ
帝
へ
の
崇

拝
、
信
仰
の
高
揚
、
ラ
ス
タ
フ
ア
リ
ア
ン
と
し
て
の
士
気
の
鼓
舞
、
相
互
の

奨
励
、
信
条
の
ア
ピ
ー
ル
等
に
ふ
さ
わ
し
い
流
れ
が
好
ま
れ
る
。
時
さ
よ
り

明
る
さ
を
、
悲
哀
を
誘
う
も
の
よ
り
快
活
で
楽
し
げ
な
も
の
が
多
い
。
ア
フ

リ
カ
へ
の
帰
還
〈
お
宮
忠
良

g〉
や
奴
隷
制
を
歌
う
曲
の
な
か
に
、
亥
愁
や

郷
愁
を
感
じ
さ
せ
る
短
調
の
も
の
が
若
干
あ
る
程
度
で
あ
る
。

ま
た
西
ア
フ
リ
カ
〈
特
に
森
林
地
帯
〉
音
楽
の
特
徴
の
一
つ
、
対
位
法
の
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ポ
リ
フ
才
ニ

l
現
象
は
、

ナ
イ
ヤ
ピ
ン
ギ
音
楽
に
は
通
常
表
わ
れ
な
い
。
主

旋
律
を
あ
く
ま
で
中
心
に
し
、
そ
れ
に
合
わ
せ
て
和
声
が
付
随
す
る
。
あ
る

い
は
輪
唱
形
式
、
呼
応
方
式
が
即
興
的
に
登
場
す
る
。
和
声
は
一
般
的
に
平

行
三
度
、

五
度
と
い
っ
た
西
洋
音
楽
の
平
衡
感
覚
が
好
ま
れ
る
よ
う
で
あ
る
。

ま
た
一
曲
の
旋
律
は
、
短
く
、
し
か
も
わ
か
り
や
す
い
フ
レ
ー
ズ
の
組
合

歩〈速さで
d J J 

， i'" ・ ν 手 J 二~ <<~ム--'-"-午斗

司障 す 7 常一..?

歩〈速さで

6 

E冨e

4 

事謂

5 
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せ
、
反
復
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
も
の
が
多
い
。
し
か
も
、
単
な
る
同
形
反
復

で
は
な
く
、
そ
の
都
度
微
妙
な
変
化
を
伴
い
、
こ
れ
ら
も
即
興
に
よ
る
。
パ

タ
ー
ン
に
お
い
て
は
、
A
l
A
I
B
|
A
型
及
び
そ
れ
ら
の
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ

ョ
ン
が
主
流
で
あ
る
。
ラ
ス
タ
ブ
ア
リ
ア
ン
独
自
の
(
カ
ウ
ン
ト
・
オ
シ

i

の
グ
ル
ー
プ
「
ミ
ス
テ
ィ
ヌ
ク
・
レ
ヴ
ェ
レ
イ
シ
ョ
ン
・
オ
ヴ
・
ラ
ス
タ
フ

ァ
ラ
イ
」

(
M
R
R
〉
が
、
作
曲
し
広
め
た
も
の
が
多
い
〉
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
幽

も
、
基
本
的
に
は
こ
の
形
式
を
踏
襲
し
て
い
る
。
そ

れ
は
、
作
曲
(
作
詞
も
〉
が
比
較
的
容
易
で
あ
る
こ

と
、
聴
き
取
り
易
く
覚
え
易
い
こ
と
、
再
生
も
容
易

で
あ
る
こ
と
に
よ
ろ
う
。
そ
れ
は
多
人
数
の
聞
で
の

伝
達
、
共
有
関
係
に
お
け
る
重
要
性
、
及
び
曲
全
体

の
統
一
性
ハ
ま
と
ま
り
〉
の
良
さ
等
に
も
起
因
し
て

い
る
と
思
わ
れ
る
。
最
も
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
幽
の
例
は

〔
楽
譜
4
1
7
〕
に
示
し
た
。

(
9〉

ω
そ
の
他
の
音
楽
構
造

一… a
-1  -， _ J-M1 1 r 1 1 I ，. l' ， # 1 
，且・， .冨".・ u・ 1'，1 11 11 II  I 

E 】・.，.、d 〆

7 

歩〈速さで
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一J

fP"lfIfIH I <<<< I"J 
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終
止
法
(
形
)
は
完
全
終
止
が
多
い
が
、
実
際

に
は
短
い
幽
(
原
型
は
短
い
)
が
何
度
で
も
繰
り
返

さ
れ
、
必
ず
し
も
終
止
形
で
終
わ
ら
な
い
。
む
し

ろ
、
そ
の
場
の
状
況
に
応
じ
て
、
曲
の
途
中
で
自
然

消
滅
に
近
い
形
も
表
わ
れ
る
。
例
え
ば
、
良
く
覚
え

て
い
な
く
て
既
に
歌
っ
た
部
分
の
繰
り
返
し
が
多
く

な
る
場
合
ゃ
、
全
体
の
感
覚
|
運
動
的
か
っ
霊
的
動



き
に
変
化
を
も
た
せ
る
場
合
が
そ
う
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
継
続
し
て
い
た
音

楽
は
バ
ラ
バ
ラ
に
終
わ
り
、
ま
た
別
の
音
の
世
界
へ
と
移
行
す
る
。
〈
中
途

半
端
な
感
覚
は
残
る
が
、
各
個
人
は
自
己
理
解
の
も
と
に
止
め
、
次
い
で
展

開
さ
れ
る
音
の
世
界
(
ざ
わ
ざ
わ
し
た
話
し
声
等
の
中
継
的
な
音
世
界
を
通

過
し
て
〉
へ
と
、
さ
ほ
ど
の
不
自
然
さ
も
無
く
導
き
入
れ
ら
れ
る
。
ド
ラ
ム

だ
け
続
け
て
メ
ド
レ
ー
に
な
る
場
合
も
あ
る
。

ラスタブアリアンの讃美歌

形
式
上
問
題
と
さ
れ
る
呼
応
方
式
(
S
Z
1
8品
4
2
3ロ
お
)
に
つ
い
て

は
、
若
干
の
説
明
が
必
要
で
あ
ろ
う
。
讃
美
歌
を
も
と
に
し
た
も
の
で
あ
ろ

う
と
な
か
ろ
う
と
、
ほ
と
ん
ど
の
曲
が
四
拍
子
あ
る
い
は
二
拍
子
の
た
め
、

一
拍
目
の
音
を
「
呼
」
と
し
て
、
す
か
さ
ず
二
拍
目
ま
で
に
「
応
」
と
し
て

入
る
方
法
は
頻
度
が
高
い
。
こ
れ
は
楽
器
で
も
声
で
も
類
似
し
て
い
る
が
、

多
少
の
差
異
は
見
ら
れ
る
。

ド
ラ
ム
に
つ
い
て
最
も
特
徴
的
だ
と
思
わ
れ
る
の
は
、
オ
ス
テ
ィ
ナ
l

ト
・
パ
タ
ー
ン
に
加
え
る
即
興
部
分
で
あ
る
。
ベ
ー
ス
の
ヴ
ァ
リ

z
l
シ
ョ

ン
に
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
一
拍
目
以
後
(
次
の
一
拍
目
ま
で
)
を
応
答
部
分

と
広
義
に
解
釈
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
こ
れ
は
さ
ほ
ど
頻
繁
で
は
な
く
、
ベ

ー
ス
奏
者
の
感
性
、
霊
性
と
即
座
の
判
断
、
そ
し
て
技
量
に
任
さ
れ
て
の
も

の
で
あ
る
。

リ
ピ
ー
タ
l
は
、
よ
り
狭
義
な
意
味
で
応
答
部
分
を
受
け
持
つ
。
フ
ン
デ

と
同
じ
リ
ズ
ム
で
開
始
さ
れ
、
四
拍
子
の
場
合
、
次
第
に
三
、
四
拍
目
で
単

純
な
り
ズ
ム
が
打
た
れ
る
。
奏
者
は
時
間
の
経
過
、
全
奏
者
、
参
加
者
の
状

態
を
感
知
し
つ
つ
、
ま
た
自
ら
の
感
性
、
霊
性
に
促
さ
れ
て
複
雑
さ
と
緊
張

度
を
増
し
加
え
る
。
り
ピ

1
タ
l
に
お
け
る
呼
応
形
式
と
は
、
ベ
ー
ス
の
そ

れ
よ
り
も
根
源
的
な
意
味
で
、
一
拍
自
の
音
の
呼
び
か
け
に
応
答
す
る
も
の

で
あ
る
と
同
時
に
、
全
体
状
況
の
「
呼
」
に
対
す
る
「
応
」
と
解
釈
さ
れ

る。

-v

，γピ
ン
グ

他
の
打
楽
器
、
手
の
打
ち
鳴
ら
し
に
よ
る
音
の
出
し
方
も
、
こ
の
呼
応
方

式
に
則
っ
て
い
る
と
言
っ
て
よ
い
。
ま
た
ハ
ミ
ン
グ
、
叫
ぴ
、
短
い
歌
詞
の

挿
入
等
も
、
そ
の
箇
所
も
タ
イ
ミ
ン
グ
も
相
似
し
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
こ

の
範
鴫
に
入
る
で
あ
ろ
う
。
(
一
胸
の
構
成
上
か
ら
見
る
と
、
合
の
手
、
様

子
、
様
子
詞
に
さ
え
類
似
し
て
い
る
部
分
も
あ
る
。
)

各
個
別
の
小
単
位
の
呼
応
方
式
は
相
互
に
関
連
し
合
い
、
全
体
の
曲
の
中

に
首
尾
よ
く
お
さ
ま
る
。
相
補
的
で
あ
り
、
各
々
の
即
興
的
応
答
が
相
殺
し

て
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
崩
す
よ
う
な
こ
と
は
、
無
神
経
さ
や
利
己
主
義
が
支

配
す
る
場
合
を
除
い
て
、
ほ
と
ん
ど
皆
無
と
言
っ
て
よ
い
。
音
楽
を
介
す
る

共
同
作
業
は
、
自
己
、
他
者
(
そ
の
場
の
参
加
者
て
そ
し
て
そ
れ
ら
を
超

越
す
る
も
の
1
l
|
彼
ら
の
場
合
は
、
ジ
ャ
ー
へ
の
信
仰
、
畏
敬
|
|
の
三
位

一
体
的
一
致
な
り
同
一
化
が
あ
る
次
元
で
保
た
れ
な
け
れ
ば
、
決
し
て
満
足

の
ゆ
く
も
の
に
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

そ
れ
ゆ
え
例
え
ば
テ
ン
ポ
に
関
し
て
も
、
皆
が
一
緒
に
鼓
動
と
同
じ
よ
う

な
テ
ン
ポ
で
始
め
ら
れ
、
徐
々
に
乗
っ
て
速
く
な
っ
て
も
付
い
て
ゆ
け
、
少

し
で
も
速
過
ぎ
る
と
察
す
る
と
即
座
に
調
整
し
う
る
と
い
う
程
度
の
こ
と
は

普
通
に
起
こ
る
の
で
あ
る
。
頻
度
と
し
て
は
高
く
な
い
が
、
輪
唱
形
式
も
部

分
的
に
起
き
る
。
こ
れ
は
特
に
、
音
楽
的
技
術
が
比
較
的
高
度
で
か
つ
洗
練
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さ
れ
た
グ
ル
ー
プ
に
見
ら
れ
る
。
無
意
識
の
郎
輿
か
ら
出
る
と
い
う
よ
り

は
、
そ
の
性
質
や
効
果
を
知
っ
て
い
て
の
先
導
の
よ
う
で
あ
る
。
時
間
的
に

は
比
較
的
短
く
、
呼
応
方
式
か
ら
継
続
し
て
変
形
す
る
場
合
、
ま
た
輸
唱
か

ら
呼
応
方
式
へ
移
行
す
る
場
合
に
多
く
聞
か
れ
た
。

表
現
の
内
容
!
l
a歓
詞
|
|

桝
歌
詞
・
言
語
表
現
に
つ
い
て
の
若
干
の
考
察

歌
詞
の
分
析
は
、
言
語
と
い
う
本
、
源
的
な
表
現
手
段
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、

ま
た
音
楽
の
専
門
家
で
な
く
て
も
容
易
に
接
近
で
き
る
た
め
、
最
も
頻
繁
に

分
析
の
対
象
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
。
歌
詞
こ
そ
最
も
明
確
で
重
要
な
部

(ω〉

分
と
さ
え
言
わ
れ
る
が
、
そ
の
論
議
に
つ
い
て
は
別
に
譲
り
た
い
。
こ
こ
で

は
分
析
の
便
宜
を
図
る
た
め
に
、
あ
る
が
ま
ま
の
音
声
表
現
か
ら
言
語
表
現

〈

日

〉

部
分
を
抽
出
す
る
。
ま
た
全
体
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト
に
も
意
を
用
い
た
。

歌
詞
は
一
面
、
端
的
で
直
裁
的
な
意
思
・
感
情
表
現
で
あ
る
。
伝
達
し
た

い
メ
ッ
セ
ー
ジ
さ
え
織
り
込
め
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
と
も
な
る
。

ナ
イ
ヤ
ピ
ン
ギ
音
楽
の
場
合
、
独
唱
は
稀
有
で
あ
り
、
合
唱
さ
れ
、
共
有
さ

れ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
歌
詞
に
も
表
現
さ
れ
、
共
通
思
想
、
感
性
を
示

す
。
そ
の
内
容
の
性
質
及
び
役
割
は
、
一
般
的
に
は
讃
美
歌
と
相
似
し
て
い

る。
4 

こ
れ
ま
で
に
歌
わ
れ
て
き
た
も
の
全
部
を
カ
バ
ー
す
る
こ
と
は
、
ナ
イ
ヤ

ピ
ン
ギ
音
楽
の
性
質
上
、
全
く
不
可
能
で
あ
る
し
、
:
意
図
す
る
と
こ
ろ
と
も

《
刊

M
V

異
な
る
。
こ
こ
で
例
示
す
る
の
は
、
主
要
グ
ル
ー
プ
の
問
で
歌
わ
れ
て
い
た

a
u
z
s
ヲ
9
テ
イ

曲
の
中
か
ら
選
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
愛
好
度
の
高
い
こ
れ
ら
の
歌
は
、
ラ
ス

〈
碍
}

タ
フ
ア
リ
ア
ン
内
部
の
分
派
主
義
的
傾
向
を
さ
え
、
た
と
え
一
時
的
に
し

ろ
、
打
破
す
る
。

門
日
比
)

グ
ル
ー
プ
の
枠
を
越
え
て
、
全
般
的
に
浸
透
し
て
い
る
幽
も
あ
る
の
で
あ

る
。
そ
の
中
の
幾
つ
か
の
歌
は
、
ノ
ン
・
ラ
ス
タ
ブ
ア
リ
ア
ン
に
ま
で
も
親

し
ま
れ
て
い
る
。

彼
ら
が
総
括
し
て
呼
ぶ
「
讃
議
」
〈

nrsc
の
内
容
に
は
、
讃
美
歌
の
分

類
用
詔
一
回
を
そ
の
ま
ま
適
用
で
き
る
も
の
が
か
な
ち
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
讃

詠
、
猿
栄
を
含
め
「
神
」
へ
の
讃
美
、
礼
拝
、
「
神
」
の
属
性
、
「
神
」
の

国
、
「
神
」
の
招
き
、
信
仰
告
白
、
信
頼
、
向
上
、
聖
潔
、
服
従
、
霊
の
戦

い
、
試
練
、
友
愛
親
盤
、
「
母
国
」
、
平
和
、
感
謝
が
中
心
に
な
る
。
し
か
し

特
に
「
教
会
」
や
「
永
生
」
は
、
正
統
派
キ
リ
ア
ス
ト
教
の
概
念
、
教
義
と
は

対
立
す
る
の
で
除
外
さ
れ
、
後
者
は
タ
ブ
1
視
す
ら
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
分
類
が
使
宜
上
可
能
と
な
る
が
、
厳
密
に
言
う
と
、
一

H

聞
の
中
に
諸
要
素

が
混
在
し
て
い
る
こ
と
も
多
い
。
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歌
詞
の
原
型
は
短
く
、
キ
l

・ワ
1
ド
が
詰
ま
っ
て
い
る
。
繰
り
返
し
の

多
さ
は
強
調
を
一
示
す
。
同
じ
曲
(
即
興
、
若
干
の
ヴ
ァ
リ
エ
!
シ
ョ
γ
を
含

め
て
)
で
何
番
で
も
歌
わ
れ
る
場
合
、
変
化
す
る
箇
所
は
さ
程
多
く
な
い
こ

と
も
あ
る
。
歌
詞
の
単
純
明
快
さ
は
、
そ
の
場
で
の
歌
わ
れ
方
(
声
色
、
抑

揚
、
調
子
、
繰
り
返
し
の
回
数
、
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
筒
所
、
人
声
と
楽

器
音
の
バ
ラ
ン
ス
、
表
情
、
雰
囲
気
、
踊
り
と
の
関
係
、
ガ
ン
ジ
ャ
へ
の
依

存
度
等
身
〉
に
も
影
響
さ
れ
て
色
合
い
を
変
え
る
。



ラスタブアリアンの讃美歌

歌
詞
と
い
う
言
語
表
現
は
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
表
出
で
も
あ
る
。
そ

れ
も
あ
る
が
ま
ま
の
姿
よ
り
は
、
む
し
ろ
理
想
ま
た
は
希
望
(
願
望
〉
、
期

待
、
意
志
の
表
現
に
近
い
も
の
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。
歌
う
こ
と
に
よ
り
内

γ
タ
B
ナ
，
イ
実

容
を
内
化
し
、
合
唱
に
よ
り
ジ
ャ
ー
と
の
縦
の
関
係
と
仲
間
同
士
の
横
の

関
係
を
拡
大
強
化
す
る
。
歌
う
前
か
ら
意
識
化
し
て
い
る
と
い
う
よ
り
は
、

歌
の
イ
メ
ー
ジ
に
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
得
て
、
自
然
発
生
的
に
讃
美
が

口
を
突
い
て
出
る
と
言
え
よ
う
。
反
復
に
よ
る
増
幅
効
果
も
あ
る
。
繰
り
返

し
な
が
ら
さ
ら
に
深
層
化
し
、
ま
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
伝
達
等
の
役
割
に
も
重
味

を
持
た
せ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。

次
に
具
体
例
を
挙
げ
て
そ
の
内
容
を
見
て
ゆ
こ
う
。

(b) 

「
エ
チ
オ
ピ
ア
正
統
教
会
」

「
エ
チ
オ
ピ
ア
正
統
教
会
」
に
お
け
る
特
徴
は
、
讃
美
歌
の
使
用
と
単
語

の
部
分
的
変
化
に
あ
る
。
後
者
の
例
で
は
、
讃
美
歌
の
「
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス

〈
路
)

ト
L

は
「
ジ
ェ
サ
ス
・
ク
リ
ス
ト
ス
」
〔
門
目
印
公

zrュ2
8〕
に
ま
で
発
音
が
変

わ
り
得
る
が
、
頻
度
は
決
し
て
高
く
な
い
。
「
ク
リ
ス
ト
ス
」
は
エ
チ
オ
ピ

ア
の
公
用
語
、
ア
ム
ハ
ラ
語
の
影
響
と
も
言
え
る
。
こ
の
教
会
に
は
エ
チ
オ

ピ
ア
本
国
よ
り
三
人
の
司
祭
と
一
人
の
教
師
が
派
遣
さ
れ
て
い
る
。
ア
ム
ハ

ラ
語
は
礼
拝
で
使
用
さ
れ
、
語
学
教
室
も
聞
か
れ
、
特
に
教
会
員
は
出
席
を

〈

凶

〉

奨
励
さ
れ
て
い
た
。

し
か
し
な
が
ら
こ
の
グ
ル
ー
プ
は
、
筆
者
の
観
察
で
は
最
も
正
統
派
キ
リ

ス
ト
教
に
近
い
内
容
を
歌
い
、
変
更
も
極
め
て
少
な
い
稀
な
例
で
は
あ
っ

た
oi

そ
し
て
そ
れ
ゆ
え
に
、
矛
盾
も
抱
え
込
ん
で
い
る
。
司
祭
側
は
公
式
に

は
、
ラ
ス
タ
フ
ァ
リ
信
仰
を
否
認
す
る
。
ロ
ー
マ
を
中
心
と
す
る
西
方
教
会

の
流
れ
で
は
な
い
が
、
あ
く
ま
で
も
キ
リ
ス
ト
教
の
正
統
派
に
自
ら
を
位
置

づ
け
、
い
わ
ゆ
る
ラ
ス
タ
フ
ァ
リ
観
念
や
造
語
を
排
除
し
よ
う
と
し
て
い

た
。
と
こ
ろ
が
信
者
の
多
く
は
、
歌
詞
に
変
化
を
加
え
て
の
信
仰
告
白
こ
そ

し
な
い
が
、
個
人
的
に
は
ラ
ス
タ
フ
ァ
リ
の
神
性
を
唱
え
て
い
た
の
で
あ

・ハ
U
V

る
。
〈
礼
拝
中
に
「
ジ
ャ
l
、
ラ
ス
タ
ブ
ァ
l
ラ
イ
」
と
小
さ
く
咳
く
声
も

聞
こ
え
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
)

ま
た
こ
の
グ
ル
ー
プ
の
場
合
、
歌
詞
か
ら
で
は
キ
リ
ス
ト
教
と
区
別
し
に

く
い
が
、
例
え
ば
楽
器
や
オ
ス
テ
ィ
ナ
l
ト
・
パ
タ
ー
ン
、
ま
た
聖
歌
隊
の

礼
服
に
も
ラ
ス
タ
フ
ア
リ
ア
ン
と
し
て
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
認
め
る
こ

と
が
で
き
る
。
や
は
り
三
種
類
の
ド
ラ
ム
(
各
一
台
、
た
だ
し
り
ピ
l
タ
ー

は
、
そ
の
顕
著
な
尋
問
り
」
を
入
れ
て
い
な
か
っ
た
が
て
マ
ラ
カ
ス
や
エ

チ
オ
ピ
ア
の
シ
ス
ト
ク
リ
ン
(
聖
な
る
場
で
の
み
用
い
ら
れ
る
)
に
似
た
素

ヲ

ト

ル

キ

ャ

ッ

プ

朴
な
が
ら
が
ら
が
、
赤
や
黄
色
の
装
飾
を
施
し
た
黄
緑
色
の
帽
子
と
長
衣
を

身
に
つ
け
た
聖
歌
隊
の
男
性
の
手
で
、
リ
ズ
ム
の
リ
ー
ド
を
と
る
の
で
あ
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る
(c) 

「
エ
チ
オ
ピ
ア
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
コ
ン
グ
レ
ス
」

こ
の
グ
ル
ー
プ
も
、
キ
リ
ス
ト
教
的
要
素
を
大
き
く
持
つ
。
歌
詞
に
や
は

り
発
音
変
化
や
単
語
の
部
分
的
変
更
は
あ
る
が
、
讃
美
歌
原
文
は
大
旨
活
か

さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
変
化
は
、
「
正
統
教
会
」
に
お
け
る
よ
り
も
顕

著
で
頻
度
も
高
く
、
決
定
的
異
質
性
を
付
与
す
る
。
む
し
ろ
、
彼
ら
の
理

想
、
信
条
に
合
わ
せ
て
讃
美
歌
を
う
ま
く
借
用
し
た
と
さ
え
言
え
る
。



発
音
変
化
は
前
述
の
倒
は
も
と
よ
り
、
「
神
」
が
「
ジ
ャ
1
」
、

(
由
国
〉

フ
ァ
ラ
イ
」
や
「
セ
ラ
シ

z
・
ア
イ
」

(F-8怠叩
I
C
あ
る
い
は
こ
れ
ら
の

複
数
の
遠
鏡
結
合
〈
次
の
歌
詞
ま
で
に
時
間
的
余
裕
が
あ
る
場
合
)
に
も
変

皇

帝

化
す
る
。
ま
た
加
え
て
「
キ
ン
グ
」
、
「
エ

l
ガ
ス
」

(
z
a
E
C、
「
ア
イ
・

ハm
M〉

ア
ン
・
ア
イ
」

(His
-
3
と
い
う
か
な
り
独
特
な
言
い
回
し
で
、
「
神
」
や

「
イ
エ
ス
」
等
が
霞
換
さ
れ
る
。
「
天
国
(
天
の
御
国
〉
」
、
「
神
の
王
国
」
等

も
、
「
ジ
ャ
ー
の
王
国
」
や
「
シ
オ

γ
」
で
代
用
さ
れ
る
。

「
ラ
ス
タ

こ
こ
で
若
干
の
説
明
が
必
要
と
な
る
。
「
王
」
や
「
皇
帝
」
は
無
論
、
セ
ラ

シ
エ
帝
を
指
す
。
キ
リ
ス
ト
教
で
は
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
を
「
王
」
、
「
(
諸
〉

玉
の
主
」
と
呼
ぶ
が
、
(
郷
輸
さ
れ
て
「
ユ
ダ
ヤ
人
の
王
」
と
さ
れ
た
こ
と

は
あ
っ
て
も
〉
実
際
に
イ
エ
ス
は
玉
と
し
て
統
治
し
て
い
な
い
。
そ
の
点
セ

ラ
シ
品
帝
は
、
〈
随
ア
フ
リ
カ
の
幾
人
と
は
外
見
上
異
な
る
が
〉
黒
人
の
乏

の
覧
車
場
(
あ
る
い
は
再
来
)
と
文
字
通
り
解
釈
さ
れ
る
よ
う
に
、
一
国
の
主

と
し
て
君
臨
し
た
。
キ
リ
ス
ト
教
で
は
、
世
俗
的
(
政
治
的
〉
な
意
味
を
超

越
し
た
存
在
で
あ
り
、
ラ
ス
タ
フ
ア
リ
ア

γ
は
そ
れ
を
否
定
し
、
ユ
ダ
ヤ
教

に
近
い
解
釈
を
打
ち
出
す
。

「
ア
イ
・
ア
ン
・
ア
ン
」
は
一
人
称
、
二
人
称
、
一
一
一
人
称
共
に
使
用
で
き

る
人
称
代
名
詞
の
新
造
語
あ
る
い
は
変
形
で
あ
る
。
そ
の
該
当
者
は
、
か
つ

て
は
ラ
ス
タ
フ
ア
リ
ア
ン
に
限
定
さ
れ
て
い
た
が
、
近
年
こ
れ
の
(
特
に
若

者
の
鱒
で
の
〉
流
行
に
伴
い
、
ノ
ン
・
ラ
ス
タ
フ
ア
リ
ア
ン
で
も
、
ま
た
女

性
、
外
国
人
に
対
し
て
も
用
い
ら
れ
る
傾
向
が
あ
る
。
強
い
て
訳
せ
ば
〈
「
忍

ハ
お
)

と
私
」
で
は
な
く
)
、
「
キ
ョ
ウ
ダ
イ
」
と
な
ろ
う
。

ほ
と
ん
ど
の
ラ
ス
タ
フ
ア
リ
ア
ン
は
、
「
天
国
〈
天
の
御
園
、
神

パイ・イ
Y

・4
・スカ
4

の
王
箆
等
ど
を
死
後
と
結
び
つ
け
な
い
。
従
来
キ
リ
ス
ト
教
が
「
空
の
バ
イ

ま
た
、

ハ
あ
の
世
の
幸
福
ど
を
強
調
し
過
ぎ
、
地
上
で
の
生
活
(
現
実
役
界
)
に
蔓

延
す
る
罪
、
不
義
、
不
正
や
諸
惑
を
黙
認
し
あ
る
い
は
助
長
し
、
体
制
に
向

調
し
て
き
た
、
と
抗
議
・
批
判
し
て
い
る
。
ま
・
た
「
ジ
オ
ン
」
と
い
う
旧
約

聖
書
表
現
の
方
を
愛
好
し
、
地
上
の
パ
ラ
ダ
イ
ス
と
同
等
視
す
る
。
プ
ラ
少

ク
-
u
v
オ
ニ
ズ
ム
の
流
れ
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
ラ
ス
タ
ブ
ア
リ
ア

シ
の
父
祖
の
地
は
あ
く
ま
で
エ
チ
分
ピ
ア
で
あ
り
、
ア
フ
リ
カ
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
グ
ル
ー
プ
に
お
け
る
今
一
つ
の
特
徴
は
、
前
述
の
ガ
ー

ヴ
エ
イ
ズ
ム
の
強
い
影
響
が
反
狭
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
「
安
息
日
」

プ

νイ
R

a

p

d

門
ナ
タ

ル

の
「
絶
え
ざ
る
讃
美
(
崇
拝
〉
と
讃
詠
」
が
「
終
日
」
行
な
わ
れ
る
「
募
展
」

ハ
忽
〉

〈
「
神
殿
」
〉
内
部
に
は
、
四
方
の
板
壁
に
ぎ
っ
し
り
と
絵
、
写
真
ハ
黒
白
〉
、

〈

辺

〉

文
字
が
ラ
ス
タ
・
カ
ラ
1
(
彼
ら
の
場
合
、
赤
、
策
、
緑
、
田
き
で
彩
ら
れ
並

ん
で
い
る
。
そ
の
中
で
他
に
優
っ
て
注
呂
を
集
め
る
の
が
、

M
、
ガ
1
ヴ
ヱ

5
7
9・
ス
タ

:
7ナ人間
ω〉

イ
に
因
ん
だ
も
の
。
大
き
な
黒
船
は
、
有
名
な
「
黒
星
汽
船
」
で
あ

る
。
彼
ら
は
ガ
l
ヴ
Z

イ
が
目
論
み
挫
折
し
た
ア
フ
リ
カ
帰
還
を
、
現
在
で

(m〉

も
夢
見
る
。
い
つ
の
お
か
必
ず
預
卦
一
一
時
は
成
就
し
、
間
同
じ
よ
う
な
船
が
迎
え
に

(お〉

来
て
、
ア
フ
リ
カ
ヘ
連
れ
帰
っ
て
く
れ
る
、
と
信
じ
て
疑
わ
な
い
。

〔
例
1
】
は
そ
の
好
例
で
あ
り
、
キ
リ
ス
ト
教
と
の
混
交
形
態
を
と
る
。

こ
れ
は
、
信
仰
で
未
来
の
出
来
事
を
勝
ち
取
り
、
預
言
の
成
就
と
な
る
こ
と

を
歌
っ
て
い
る
。
そ
の
背
景
に
は
、
玉
な
る
キ
リ
ス
ト
の
愛
と
真
実
へ
の
信

頼
が
あ
る
の
で
あ
る
。
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ラスタブアリアンの讃美歌

-発1

〔例 I) . 
(d) 

(お〉

「
十
二
部
族
」

sai1ing 

sailing" 

sai1ing， sailing， (Ah 

sailing， 副nSai1ing， 1 

de Bla-ck Star Line On 

King Jesse-us (Jesu吋nebbahide 

from us Away this 10ve 

sailing 副首So 1 

de B1ack SもarLine 

King Jesse-us nebba hide 

De gospe1， trut'後3from us 

• 
.*11 r安息日」での賀美をテープ録音Lたものより抜粋
養21say 
養3truth

〔例2)円

1番Ethiopia，もhe1阻 dof our fathers 
The 1and where a11 God's to be 
As the swift bees to hive sudden1y gather 
Thy chi1dren are gatheredもoもhee
With our red， g01d and green f10ating 。・ erus. 
With oue Emperor to shie1d U8 from wrong 
官ithour God町ldour fuもurebefore us 
We wi11 hail thee with shout and with songs 

sailing， Sailing， 
Sailing， 1 

骨吸

seh)"-sailing， 

On 

コーラス Godb1ess our Negu8， Negus High 
Who keeps Ethiopia free 
To advance， to adv副 lce
With truth and right， truth and right 
To advance， to adv阻 ce
Wi th 10ve and 1主ght，with 10ve副 dlight 
lH th righteousness 1eading 
曹ehaste to our God阻 dKing 
Humaniもyis p1eading 
One God for us a11 

発1

グループのメンバーから聴き取ったもの

." The Universa1 Ethiopian加 them"1の取関は rコングレスJ

グループ出版の小舟詞 IIIack Suprema.cy (1919?)の事費紙にも印刷さ

れている。

・コーラスのあと、 2番、 3奮と続〈。

・最後に「祈り」があり、ニれは杏個人で変えられるという。
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am 

ア
ソ
4
7
A

こ
の
グ
ル
ー
プ
の
最
大
の
特
徴
は
、
独
自
の
「
讃
歌
」
〔
例
2
〕
が
あ
り
、

z
e
q
7
1
守

ル

ハ

幻

〉

そ
の
歌
詞
が
「
万
国
共
通
エ
チ
オ
ピ
ア
讃
歌
」
と
名
付
け
ら
れ
た
ガ
1
ヴ
ェ

イ
運
動
の
歌
と
酷
似
し
て
い
る
こ
と
に
あ
ろ
う
。
こ
の
グ
ル
ー
プ
の
近
年
の

拡
大
成
長
は
、
組
織
化
と
そ
の
強
化
を
伴
っ
て
い
る
。
宗
教
組
織
自
身
へ
の

帰
属
意
識
も
高
い
が
、
そ
れ
は
制
帽
(
ラ
ス
タ
・
カ
ラ
ー
で
編
ん
だ
毛
糸
舷

白

(

帽

却

〉

で
、
行
進
す
る
里
山
い
ラ
イ
オ
ン
の
絵
姿
が
前
に
付
い
て
い
る
)
、
月
定
献
金
、

月
例
会
の
他
、
「
讃
歌
」
に
も
拠
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
と
思
わ
れ
る
。

マ

ー

チ

こ
の
歌
は
明
る
さ
、
快
活
、
行
進
曲
風
の
力
強
さ
を
与
え
、
音
域
も
広

く
、
盛
り
上
が
り
を
数
ケ
所
に
持
つ
節
回
し
の
幽
で
あ
る
。
彼
ら
の
「
父
祖



の
地
」
は
歴
史
的
事
実
に
基
く
麗
ア
フ
リ
カ
の
隅
踏
ん
べ
で
は
な
く
、
-
キ
リ
ス
ト

ハ滋〉

教
史
に
お
い
て
も
独
自
な
伝
統
と
誇
ち
を
保
持
す
る
エ
チ
オ
ピ
ア
な
の
で
あ

る

ミ
ド
ル
・
‘
、
γ
匙

!

そ
れ
は
、
忌
む
べ
き
奴
隷
狩
号
、
中
間
航
路
、
新
世
界
で
の
奴
隷
生
活
、

そ
れ
ら
に
続
く
様
々
な
抑
圧
下
で
、
自
ら
の
歴
史
、
文
化
と
い
う
過
去
か
ら

besも
resも

〔伊IJ3 ) 1. Giving， giving， giving your very 
Giving， giving， giving without a 
曹e'rehappier when we're giving 
Iも'sもhenwe knowwe are living 

コーラス 80we wi11 give our best 
曹ithouも ourrest 
And we are fi11ed wiもhもruehappiness 
Oh， yea， we're fi11ed wiもhtrue happiness 

{倒的
先気よ〈

1警官enever get weary yeも 繰返し

曹e're down in the 、ra11ey
For a very long ti踊e
And we never get weary yeも

2.曹@欝蹴nago to Zion now (繰返し}

We' re down in the va11ey 
For a very lon草色i踊@

曹ow即 mago to Zion now 
〔俄5)

ゆっ〈りと歩〈速度で、緋えるような綱手で

l官hynot do righも andlive '? (3隠繰返し}

Oh， what c航 lovedo ? 

の
伝
統
や
遺
産
を
鎖
奪
、
破
壊
さ
れ
た
者
た
ち
の
向
け
る
綬
の
反
映
で
あ

る
。
出
国
我
や
拡
大
盤
回
一
歳
化
さ
れ
た
同
胞
の
答
定
、
抑
圧
、
歪
曲
さ
れ
て
き
た

ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
、
融
ぬ
り
加
却
は
、
そ
れ
ら
の
傷
跡
を
癒
し
、
か
っ
そ
れ
を

超
え
て
抽
納
得
で
き
る
宇
宙
/
世
界
観
、
「
摂
理
」
へ
と
解
決
を
求
め
さ
せ
た

と
震
え
よ
う
。
絶
議
と
滋
乱
の
渦
中
よ
り
の
の
裏
び
、
平
安
、
希

deaもh t" ) 
is life 

sin is 
。fGod 

wage8 of 
the gift 

2 The 
Oh， 

Omega 

life 

策 InMも. Zion. with King Alpha and臥leen
Pather and Mother of crea色ion
Halel1ujah，.( Selassie 1. !~a8tafari) 

of God 18 tbe gifも:3 But 

謙二二より重量の書量子も変化し、歌測にラスタファり色が濠〈なるα

Ha1ellu，i些はりャー」、 Selassiez，RastafarL 
t孟共に rアイ」と発..する。

〔例6)
療文 Daniel

「
救
済
」

S色。踊e1nto Babylon 

inもoVatic組 "stone right 

もhe

throws the 

throws 

蕗euben
51皿eon

Levi 

宅
-
ゆ
内

G
q
ι
v
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望
さ
え
、
歌
詞
の
一
言
一
句
よ
り
溢
れ
て
い
る
。
歴
史
的
現
実
の
諸
矛
盾
、

観
念
、
論
理
の
自
己
撞
着
の
打
破
へ
の
糸
口
は
、
実
に
聖
書
と
そ
の
自
由
な

解
釈
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

ラスタブァ日アンの讃美歌

と
こ
ろ
で
、
こ
れ
の
土
台
と
な
っ
た
「
万
国
共
通
エ
チ
オ
ピ
ア
讃
歌
」
が

ど
の
程
度
知
ら
れ
、
あ
る
い
は
理
解
さ
れ
て
い
る
か
は
明
ら
か
で
は
な
か
っ

た
。
ガ
l
ヴ
ェ
イ
支
持
者
で
ラ
ス
タ
フ
ァ
リ
運
動
へ
転
向
し
た
者
は
多
か
っ

た
が
、
後
者
の
隆
盛
に
お
い
て
は
、
ガ

1
ヴ
ェ
イ
の
影
は
(
今
で
は
国
民
的

英
雄
七
人
の
一
人
に
数
え
上
げ
ら
れ
て
い
る
が
)
薄
れ
て
し
ま
う
。
十
二
部

族
讃
歌
の
成
立
、
採
用
と
普
及
過
程
に
お
い
て
、
組
織
の
ト
ッ
プ
・
リ
ー
ダ

ー
た
ち
が
ガ

1
ヴ
ェ
イ
の
強
い
影
響
を
受
け
な
が
ら
も
、
一
線
を
画
し
て
き

た
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
(
ア
フ
リ
カ
帰
還
の
現
実
化

の
対
象
地
、
方
法
等
に
お
い
て
も
、
両
者
の
差
異
は
明
確
で
あ
る
J

以
上
の
他
、
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
曲
に
は
、
極
め
て
キ
リ
ス
ト
教
色
の
強
い
も

の
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。
全
く
変
わ
ら
ず
と
い
う
幽
も
あ
る
〔
例

3
1
5
Y

た
だ
〔
例
5
〕
の
最
後
に
明
ら
か
で
も
あ
る
よ
う
に
、
キ
リ
ス
ト
教
丸
写
し

だ
が
、
実
は
信
仰
の
対
象
は
セ
ラ
シ
エ
帝
で
あ
る
。

ま
た
彼
ら
の
得
意
と
す
る
借
用
|
言
語
転
換
に
つ
い
て
は
、
〔
例
6
〕

も

好
例
と
な
る
。
主
語
が
十
二
部
族
名
に
、
目
的
格
の
地
名
が
ヴ
ァ
チ
カ

γ
に

取
り
替
え
ら
れ
て
い
る
。
前
者
は
、
旧
約
聖
書
の
偉
大
な
預
言
者
の
一
人
、

ユ
ダ
ヤ
人
ダ
ニ
エ
ル
が
連
れ
て
行
か
れ
、
そ
こ
で
強
い
影
響
を
及
ぼ
し
た
バ

ピ
ロ
ン
で
の
働
き
、
役
割
を
、
自
ら
の
使
命
、
責
任
、
行
な
い
へ
と
結
び
つ

け
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
も
こ
の
グ
ル
ー
プ
は
、
十
二
部
族
と
一
年
十
二
ケ

月
を
各
割
振
っ
て
一
致
さ
せ
、
メ
ン
バ
ー
の
誕
生
日
に
合
わ
せ
て
新
し
い
ア

イ
デ
ソ
テ
ィ
テ
ィ
を
持
た
せ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
全
員
が
十
二
部
族
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
の
で
あ
る
。

影
響
力
を
行
使
す
る
対
象
は
グ
ァ
チ
カ
ン
、
ロ

1
7
教
皇
庁
、
カ
ト
リ
ッ

ク
教
会
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
一
部
が
示
す
カ
ト
リ
ッ
ク

へ
の
批
判
に
相
通
ず
る
も
の
で
も
あ
る
。
一
言
で
言
う
と
、
カ
ト
リ
ッ
ク
に

お
け
る
教
皇
纏
、
教
皇
政
治
、
国
家
と
の
結
び
つ
き
を
中
心
と
し
て
派
生
し

て
き
た
諸
問
題
へ
の
告
発
と
解
釈
さ
れ
る
。
特
に
よ
く
引
き
合
い
に
出
さ
れ

る
事
は
、
ロ
ー
マ
帝
国
形
成
、
拡
張
(
他
国
へ
の
侵
略
)
過
程
と
、
大
航
海

時
代
よ
り
顕
著
だ
っ
た
重
商
主
義
か
ら
商
業
資
本
主
義
、
産
業
資
本
主
義
へ

の
移
行
、
そ
の
後
の
発
展
に
ほ
ぼ
平
行
し
て
(
そ
れ
を
助
長
し
て
)
爪
痕
を

大
き
く
残
し
て
き
た
西
欧
の
帝
国
主
義
形
成
過
程
と
の
比
較
、
同
一
視
で
あ

る。
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何
よ
り
も
西
欧
経
済
社
会
を
支
え
た
の
は
、
消
耗
品
燃
料
(
労
働
力
)
と

し
て
し
か
存
在
価
値
を
与
え
ら
れ
な
か
っ
た
ア
フ
リ
カ
黒
人
奴
隷
で
あ
る
。

奴
隷
貿
易
、
奴
隷
制
度
、
プ
ラ
ン
テ
l
シ
ョ
ン
社
会
・
:
:
そ
れ
ら
の
後
遺
症

は
今
な
お
続
い
て
い
る
、
と
い
う
の
が
彼
ら
の
告
発
の
狼
拠
で
あ
る
。

ア

リ'

グ

リ

カ

ま
た
ジ
ャ
マ
イ
カ
社
会
で
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
(
英
国
国
教
会
も
)
と
白
人

|
上
層
階
級
と
の
強
い
結
び
つ
き
が
見
ら
れ
る
。
そ
の
「
金
持
ち
宗
教
」
的

な
排
他
性
に
対
し
て
、
黒
人
、
貧
者
の
代
弁
者
と
し
て
の
ラ
ス
タ
フ
ア
リ
ア

ン
は
、
警
告
を
発
す
る
の
で
あ
る
。

一
見
平
和
で
繁
栄
を
誇
っ
た
社
会
バ
ピ

ロ
ン
や
ロ

1
マ
と
ジ
ャ
マ
イ
カ
を
対
比
さ
せ
、
そ
こ
に
巣
食
う
虚
栄
、
堕



落
、
諸
悪
か
ら
立
ち
返
り
、
「
真
実
の
信
仰
」
に
生
き
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
、
い
う
意
味
を
強
く
込
め
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
重
々
し
い
内
容
が
短
い
歌

の
中
に
織
り
込
ま
れ
て
い
る
わ
け
だ
が
、
軽
く
ま
た
面
白
可
笑
し
く
歌
い
上

げ
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
に
も
、
妙
味
が
あ
る
。

次
回
は
「
神
権
政
治
」
グ
ル
ー
プ
と
M
R
R
で
の
表
現
内
容
を
見
、
ナ
イ

ヤ
ピ
ン
ギ
音
楽
の
機
能
的
側
面
、
特
に
そ
の
象
徴
と
意
義
を
中
心
に
ま
と
め

る
。
そ
し
て
最
後
に
ジ
ャ
マ
イ
カ
社
会
・
文
化
へ
の
影
響
に
つ
い
て
触
れ
、

締
め
括
り
た
い
。註

〈1
)

詳
細
は
拙
稿
修
士
論
文
、
特
に
の
r・
円
参
照
。

(
2
〉
ラ
ス
タ
フ
ア
リ
ア
ン
自
身
に
関
す
る
数
字
を
聞
い
て
も
、
そ
の
返

答
は
こ
の
種
の
質
疑
応
答
で
あ
り
が
ち
な
水
増
し
を
は
る
か
に
超

え
、
「
7
プ
ラ
ハ
ム
の
子
孫
の
数
」
、
「
星
」
、
「
浜
辺
の
砂
」
(
創
世

記
)
、
「
十
四
万
四
千
人
」
(
黙
示
録
〉
と
い
っ
た
聖
書
用
語
を
ア
レ

ゴ
リ
カ
ル
に
用
い
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
こ
れ
は
、
自

ら
を
「
黒
い
イ
ス
ラ
エ
ル
の
民
」
と
同
一
視
し
、
聖
書
の
言
に
生
き

よ
う
と
し
て
い
る
彼
ら
の
〈
将
来
へ
の
希
皇
も
含
め
た
)
信
仰
告
白

で
あ
り
、
主
張
で
あ
る
。
と
同
時
に
、
こ
れ
ま
で
迫
害
さ
れ
た
経
験

の
な
さ
し
め
た
自
己
防
衛
策
で
も
あ
る
。

ま
た
ラ
ス
タ
フ
ア
リ
ア
ン
の
定
義
同
様
(
先
号
参
照
)
、
特
定
グ

ル
ー
プ
へ
の
帰
属
意
識
に
つ
い
て
も
難
し
い
問
題
点
〈
例
え
ば
そ
の

基
準
)
が
あ
る
。
主
観
と
客
観
の
立
場
の
相
違
に
基
く
も
の
も
大
き

く
、
ま
た
当
の
ラ
ス
タ
フ
ア
リ
ア
ン
の
聞
に
も
、
一
律
の
信
仰
/
信

念
体
系
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
各
人
の
主
張
に
も
差
異
が
あ
り
、

相
互
で
自
ら
の
み
の
「
正
統
性
ハ
ゆ
え
に
相
入
れ
な
い
と
異
端
視
さ

れ
る
場
合
も
あ
る
)
を
張
り
合
う
と
い
っ
た
排
他
性
も
露
呈
す
る
。

さ
ら
に
、
「
回
心
」

(gロ
s
a
zる
で
は
な
く
「
啓
示
」
ハ

g
a
z・

巴
0
3
〉
と
自
ら
の
信
仰
告
白
を
意
味
づ
け
る
よ
う
に
、
「
生
ま
れ
つ
き

の
概
念
」
公
ロ
ケ
0
5
8ロ
8
唱
巳

0る
を
悟
っ
て
ラ
ス
タ
ブ
ア
リ
ア
ン

で
あ
る
こ
と
を
自
覚
、
認
識
す
る
の
で
あ
る
。
同
様
の
概
念
操
作

を
、
帰
属
グ
ル
ー
プ
(
特
に
有
名
で
大
き
な
も
の
)
に
つ
い
て
も
行

な
っ
て
い
る
。

(
3
〉
中
流
階
級
が
住
め
る
家
(
た
と
え
こ
じ
ん
ま
り
と
し
て
い
て
も
)

に
付
い
て
い
る
裏
庭
で
も
、
「
ヤ
l
ド
」
と
は
あ
ま
り
呼
ば
れ
な
い

(
例
え
ば
「
パ
ッ
ク
・
ガ
ー
デ
ン
」
等
〉
。
下
層
階
級
は
、
公
営
や
民

間
の
小
借
家
、
共
同
長
屋
、
ア
パ
ー
ト
等
に
住
む
。
(
空
地
等
を
不

法
占
拠
し
て
仮
庵
を
作
っ
た
り
、
ま
た
宿
無
し
も
多
い
。)
狭
い
室

内
に
溢
れ
る
人
数
が
ひ
し
め
き
、
ス
ラ
ム
地
区
の
社
会
問
題
は
蔓
延

し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
人
々
が
共
同
で
使
用
す
る
や
や
広
め
の
空
間

の
総
称
が
「
ヤ
l
ド
」
で
あ
る
。
炊
事
、
洗
濯
を
し
、
家
畜
(
鶏
、

山
羊
、
豚
〉
を
飼
え
れ
ば
そ
こ
に
放
ち
、
娯
楽
や
情
報
交
換
の
場
で

も
あ
る
。

(

4

)

本
誌
先
号
、
六
八
ペ
ー
ジ
。

(

5

)

こ
れ
に
つ
い
て
は
別
途
に
論
じ
る
必
要
は
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
グ

ラ
ウ
ネ
ィ
シ
ョ
ン
に
お
け
る
重
要
性
を
、
簡
単
に
紹
介
し
た
。
主
要

参
考
文
献
は
拙
稿
修
士
論
文
、
〉
唱
。

zw・
3
・u
o
H
l
u
E
参
照
。

(

6

)

ジ
ャ
マ
イ
カ
生
ま
れ
の
著
名
な
学
者
/
政
治
家
/
ダ
ン
サ
ー
、
レ

ッ
ク
ス
・
ネ
ト
ク
ル
フ
ォ
ー
ド
(
河
内
W
H
Z
S
F
F
E〉
の
言
葉
。
彼
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は
こ
れ
を
ジ
ャ
マ
イ
カ
社
会
・
文
化
全
般
に
つ
い
て
適
用
し
、
上
部

構
造
と
し
て
の
ヨ

i
ロ
ッ
パ
、
下
部
構
造
と
し
て
の
ア
フ
リ
カ
を
表

現
し
た
。
詳
し
く
は

m・
2再
三
時
間
O
叫

p
h
b
守
宅
足
町
一
守
宅
l
h
b幸

氏

P
N
N
K
R
S
h
H
h
u
g
s
H
S
t
F遺
品
叫
門
員
〈

MSG-uG〉
、
第
四
意

参
照
。

(

7

)

こ
こ
で
意
図
し
て
い
る
の
は
、
宗
教
と
娯
楽
の
排
他
的
対
比
で
は

な
い
。
ジ
ャ
マ
イ
カ
の
宗
教
に
も
緊
張
弛
緩
作
用
は
あ
る
し
、
娯
楽

に
も
意
識
、
無
意
識
を
全
面
的
に
関
わ
ら
せ
る
、
し
か
も
緊
張
度
を

高
め
る
側
面
は
あ
る
。
娯
楽
語
レ
ジ
ャ
ー
と
い
う
狭
い
意
味
で
は
な

く
、
よ
り
共
肉
体
内
部
の
連
携
を
強
め
、
悠
の
境
界
領
域
と
の
数
通

性
、
緩
味
性
・
を
一
示
す
。
ま
た
社
会
〈
政
治
、
経
済
を
含
む
)
性
に
富

み
、
そ
れ
ゆ
え
風
料
、
批
判
精
神
を
表
現
で
き
る
体
質
を
持
ち
合
わ

せ
て
い
る
。

〈8
〉
主
要
な
も
の
に
、
調
、
旋
法
、
対
位
法
、
和
声
法
、
律
動
拍
子
、

楽
節
構
造
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。

ハ
9
〉
音
楽
構
造
に
お
い
て
も
、
銀
加
の
項
問
は
独
立
し
て
成
立
す
る
の

で
は
な
い
。
各
項
B
相
互
の
関
連
も
認
識
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な

い
。
そ
れ
ゆ
え
、
例
え
ば
「
旋
律
」
の
項
に
、
後
半
に
述
べ
た
よ
う

な
逮
脚
黙
さ
れ
て
い
る
諸
要
素
も
含
め
た
。

〈
印
)
歌
語
表
現
は
単
純
明
快
な
場
合
が
多
い
が
、
そ
れ
ゆ
え
一
種
の
落

と
し
穴
に
な
り
得
る
。
歌
わ
れ
る
内
容
と
歌
い
手
の
あ
り
方
、
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
ギ
ャ
ッ
プ
の
問
題
は
そ
の
綾
た
る
も
の
で
あ
る
。

実
擦
に
あ
る
曲
が
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
で
頻
繁
に
歌
わ
れ
、
共
有
さ
れ
た
と

し
て
も
、
そ
れ
が
郎
、
歌
い
手
の
意
思
・
感
情
表
現
と
必
ず
し
も
断

定
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
メ
ッ
セ
i
ジ
伝
達
に
お
け
る
部
分

的
拡
大
効
果
(
そ
れ
が
神
秘
性
、
綬
味
性
を
付
随
し
て
い
て
も
て

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
お
け
る
感
情
移
入
、
共
有
感
増
強
効
果
等

に
よ
り
、
歌
詞
を
取
り
巻
き
、
ま
た
連
繋
す
る
他
の
要
素
、
表
現
の

場
や
状
況
を
包
含
し
た
全
体
の
中
で
抱
え
る
と
、
さ
ら
に
意
義
深
い

も
の
と
な
る
こ
と
は
自
明
で
あ
る
c

ま
た
旋
律
に
沿
っ
た
歌
詞
以
外
の
言
語
は
音
声
表
現
〈
呼
応
方
式

の
所
で
少
し
述
べ
た
よ
う
な
挿
入
部
分
、
そ
れ
以
外
の
詠
嘆
表
現
や

間
投
詞
を
含
め
て
)
の
扱
い
方
に
つ
い
て
だ
が
、
筆
者
は
こ
れ
も
歌

詞
の
一
部
と
広
義
に
解
釈
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
楽
器
等
に
よ
る
音

楽
の
伴
奏
部
惜
し
で
智
一
口
語
表
現
の
み
の
場
合
は
、
こ
の
例
と
は
し
な

い
。
一
泌
が
終
わ
っ
て
し
ば
ら
く
続
く
余
績
の
表
現
は
、
付
帯
的
歌

詞
と
す
ら
な
り
得
る
も
の
も
あ
る
。

〈nH
〉
そ
も
そ
も
歌
詞
は
議
か
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
歌
わ
れ
た
も
の
で

あ
る
。
ナ
イ
ヤ
ピ
ン
ギ
音
楽
に
お
い
て
は
、
書
か
れ
か
歌
謡
を
秘
う

こ
と
は
稀
で
、
讃
美
歌
集
を
手
に
す
る
の
も
、
ご
く
一
部
の
グ
ル
ー

プ
の
み
の
よ
う
で
あ
る
。
讃
美
歌
〈
子
供
用
も
含
め
て
〉
の
持
耐
え
歌

風
の
も
の
が
多
く
、
旋
律
は
無
論
の
こ
と
、
一
元
来
の
歌
詞
も
ポ
ピ
ュ

ラ
ー
な
も
の
は
暗
議
さ
れ
て
い
る
の
で
、
讃
美
歌
本
を
目
見
て
歌
う
必

要
は
な
い
。
夜
の
集
会
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
し
、
明
か
り
は
全
員
に

十
分
で
は
な
い
。

〈
日
以
)
こ
こ
で
は
人
数
が
多
く
、
社
会
的
知
名
度
の
高
い
グ
ル
ー
プ
を
指

す
。
そ
れ
ら
は
グ
ル
ー
プ
と
し
て
制
御
別
に
存
在
し
、
相
蕊
交
渉
を
ほ

と
ん
ど
持
た
な
い
場
合
が
多
い
。
こ
れ
は
ラ
ス
タ
フ
ァ
予
選
動
の
歴

史
的
展
開
に
お
い
て
生
じ
て
き
た
多
様
性
を
如
実
に
示
す
も
の
で
あ

る
。
各
グ
ル
ー
プ
の
独
自
性
は
袴
の
経
過
と
共
に
強
ま
ち
、
そ
れ
は
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「
教
義
」
な
り
「
信
仰
体
系
」
な
り
に
も
表
わ
れ
る
。
そ
の
宗
教
性

も
極
端
に
「
聖
」
な
る
も
の
を
意
識
化
し
、
生
活
の
全
面
に
お
い
て

取
り
込
も
う
と
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
(
そ
れ
ゆ
え
音
楽
に
も
讃
美
歌

色
が
濃
く
な
る
)
も
あ
れ
ば
、
よ
り
「
俗
」
な
る
も
の
、
社
会
性
を

強
調
し
、
政
治
に
も
参
闘
し
よ
う
と
(
あ
る
い
は
し
て
き
た
)
グ
ル

ー
プ
も
あ
る
。
後
者
の
場
合
、
集
会
の
目
的
に
よ
っ
て
は
、
宗
教
色

を
か
き
に
着
て
、
政
治
的
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
含
ん
だ
歌
を
使
用
し
た
り

し
て
い
た
。

基
本
的
に
は
全
グ
ル
ー
プ
に
共
通
の
歌
は
な
く
、
各
グ
ル
ー
プ
が

独
自
に
選
曲
、
作
曲
し
て
い
る
。
ま
た
よ
り
厳
密
に
解
釈
す
る
と
、

個
人
レ
ベ
ル
で
も
各
の
資
質
に
応
じ
て
即
興
や
替
え
歌
等
で
ヴ
ァ
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
を
広
げ
る
可
能
性
は
常
に
あ
る
。
「
自
ら
の
歌
」
を
持
ち

得
る
と
さ
え
言
え
る
。
ラ
ス
タ
フ
ァ
リ
運
動
か
非
中
央
集
権
的
性
格

を
有
し
、
そ
れ
ゆ
え
に
統
一
が
困
難
な
理
由
も
、
そ
の
多
様
性
、
自

由
性
に
起
因
す
る
の
で
あ
ろ
う
。

(
日
〉
グ
ル
ー
プ
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
は
、
と
も
す
る
と
相
互
不
信
を

す
ら
強
め
て
き
て
い
る
。
敵
意
は
そ
れ
程
見
ら
れ
な
い
が
、
相
互
に

反
目
し
合
っ
た
り
、
揚
げ
足
を
取
っ
て
批
判
、
非
難
の
応
酬
を
し
合

う
等
の
否
定
的
側
面
は
、
一
般
社
会
に
も
か
な
り
知
ら
れ
た
事
実
で

あ
る
。
極
端
な
場
合
、
自
ら
(
の
グ
ル
ー
プ
)
を
絶
対
視
し
、
「
正

統
派
」
を
盾
に
取
り
、
他
を
「
異
端
」
視
す
る
。
セ
ク
ト
主
義
に
も

近
似
し
て
い
る
。

(
日
比
)
特
に
M
R
R
の
「
オ
リ
ジ
ナ
ル
」
と
さ
れ
て
い
る
も
の
が
多
い
。

そ
れ
は
、
彼
ら
が
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
と
し
て
の
活
動
(
作
曲
、
レ
コ

ー
デ
ィ
ン
グ
、
コ
ン
サ
ー
ト
等
〉
も
認
め
ら
れ
、
か
な
り
高
い
評
価

を
受
け
、
ラ
ジ
オ
番
組
で
も
放
送
さ
れ
る
、
と
い
う
宣
伝
効
果
も
あ

る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

(
日
〉
「
キ
リ
ス
ト
」
の
部
分
は
普
通
の
英
語
読
み
と
変
わ
ら
ず
「
タ
ラ

イ
ス
ト
」
と
発
音
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
。
ま
た
会
衆
全
員
が
全
く
同

じ
に
歌
う
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

(
v
m
)

当
初
は
好
奇
心
に
駆
ら
れ
て
出
席
者
も
多
か
っ
た
が
、
徐
々
に
人

数
は
減
り
、
グ
ラ
ス
も
不
定
期
に
な
っ
て
い
る
。
実
際
、
ジ
ャ
マ
イ

カ
の
公
用
語
で
あ
る
英
語
す
ら
満
足
に
で
き
な
い
者
が
多
い
の
で
、

非
現
実
的
な
企
画
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
で
神
秘
的

な
雰
囲
気
を
与
え
て
い
る
こ
と
は
事
実
だ
が
、
会
衆
は
儀
式
の
壮
厳

で
神
聖
な
感
じ
に
満
足
は
で
き
て
も
(
あ
り
が
た
さ
も
増
す
て
内

容
は
ほ
と
ん
ど
理
解
で
き
て
い
な
い
の
が
実
情
だ
か
ら
で
あ
る
。
典

礼
文
中
の
会
衆
の
ア
ム
ハ
ラ
語
唱
和
は
、
比
較
的
容
易
に
覚
え
ら
れ

る
ら
し
く
似
た
よ
う
な
発
音
が
で
き
る
が
、
意
味
を
正
確
に
理
解
し

て
い
な
い
者
も
い
た
。

〈

げ

)

剛

山

g
S
Fユ
の
R

H

3

を
強
調
す
る
「
ラ
ス
タ
ロ

l
グ
」
、
「
ア
イ
タ

ル
言
語
」
の
一
例
。

(

m

)

セ
ラ
シ
ェ

I
世
の
「
I
世
」
の
部
分
を
、
英
語
の
R

H

3

と
掛
け

合
わ
せ
た
も
の
。

(
川
口

)

A

l

ロf
H
S

と
も
。
単
に
「
ア
イ
」
だ
け
の
こ
と
も
あ
る
。
ま
た
接

尾
辞
の
よ
う
に
ハ
「
ニ

l
ガ
ス
・
ア
イ
」
等
て
あ
る
単
語
の
最
後
に

「
ア
イ
」
を
付
着
さ
せ
て
の
発
音
は
頻
繁
で
あ
る
。

(
初
)
同
類
の
表
現
と
し
て
「
ア
イ
・
マ
ン
」
Q
自
自
〉
も
あ
る
が
、
こ

れ
は
原
則
と
し
て
女
性
、
非
黒
人
(
黒
人
と
の
混
血
も
含
む
)
に
は

使
わ
れ
な
い
。
特
に
話
者
向
土
で
用
い
ら
れ
、
コ
一
人
称
を
指
す
場
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合
、
捌
例
え
ば
「
ラ
ス
タ
い
や
「
ラ
ス
タ
マ
ン
ヘ
「
ブ
レ
ダ
」
ハ
グ
お
《
法
相
W

H
V
a
Z
H〉
や
「
シ
ス
タ
い
合
同
研
S
V
H伯
仲
良
品
る
と
区
別
し
て
い
る

よ
う
だ
。
こ
れ
ら
名
称
は
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
所
夜
を
示
し
、
特

に
仲
間
同
意
識
の
強
さ
、
ノ
ン
・
ラ
ス
タ
ブ
ァ

F
ア
ン
に
対
し
て
も
毅

近
感
、
殺
傷
容
を
与
え
て
い
る
。

(
幻
〉
そ
の
他
に
、
例
え
ば
「
神
権
政
治
」
派
も
こ
の
湾
語
を
使
用
す

る
。
「
ボ
ボ
」
た
ち
が
造
っ
た
「
幕
屋
」
は
、
木
片
、
ト
タ
ン
、
ダ

ン
ボ
ー
ル
で
で
き
た
も
の
だ
が
、
ラ
ス
タ
・
カ
ラ
ー
を
ふ
ん
だ
ん
に

塗
っ
て
装
飾
し
て
い
る
。

ゴ
ー
ル
V

〈
怨
〉
一
般
に
は
赤
、
黄
、
緑
の
三
原
色
ハ
「
エ
チ
オ
ピ
ア
ン
・
カ
ラ
i
」

と
も
呼
ぶ
〉
で
あ
る
が
、
人
に
よ
っ
て
黒
を
加
え
て
い
る
。
各
、
血

〈
稀
に
太
陽
〉
、
金
(
時
に
富
)
、
そ
し
て
農
鏡
〈
平
和
、
希
望
と
も
〉

を
象
徴
し
、
黒
は
人
種
を
示
す
。

〈
詔
〉
ア
フ
リ
カ
へ
の
帰
還
を
目
指
す
笑
銭
的
試
み
の
一
環
と
し
て
創
設

さ
れ
た
が
、
経
営
に
失
敗
し
長
く
は
統
か
な
か
っ
た
。

〈
誕
〉
ラ
ス
タ
ブ
ア
リ
ア
ン
の
中
に
は
、
ガ
1
ヴ
ェ
イ
を
そ
i
セ
に
匹
敵

す
る
務
皆
同
一
審
と
見
倣
し
て
い
る
者
も
多
い
。
ま
た
、
滋
突
放
界
の
議

事
実
は
全
て
、
預
言
の
成
就
と
解
釈
す
る
傾
向
が
あ
る
。

ハ
お
〉
彼
ら
の
虫
、
ミ
ブ
ヱ
ア
ィ
は
、
キ
ン
グ
ス
ト
ン
よ
り
や
や
東
怒
り
の

プ
ル
・
ベ
イ
ハ
先
号
門
地
図
1
〕
参
照
〉
に
あ
る
。
「
シ
オ
ン
の
丘
い

の
中
腹
に
、
「
丘
〈
山
〉
の
上
の
町
い
〈
マ
タ
イ
双
・
十
間
関
〉
と
キ
ザ

ス
ト
教
初
期
の
膝
始
的
共
肉
体
の
イ
メ
ー
ジ
を
具
現
化
し
て
い
る
と

い
う
。
そ
の
眼
前
に
は
海
が
広
が
り
、
水
平
線
の
彼
方
に
は
ア
フ
リ

カ
が
あ
る
と
信
じ
ら
れ
る
。
そ
の
想
像
上
の
ア
フ
ヲ
カ
を
複
箆
と

し
、
〈
お
そ
ら
く
数
十
人
位
の
〉
老
若
男
女
は
救
い
の
船
影
に
想
い

た
託
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

〈
お
〉
最
も
人
気
が
あ
り
拡
大
成
長
し
て
い
る
グ
ル
i
プ
と
震
わ
れ
る
。

伝
統
的
に
白
人
中
心
の
上
腐
階
級
と
の
結
び
つ
き
を
強
め
、
黒
人
下

層
階
扱
(
こ
と
に
ラ
ス
タ
ブ
ア
リ
ア
ン
〉
に
反
惑
を
抱
い
て
い
た
ム
中

産
階
級
の
若
者
世
代
か
ら
、
近
年
多
く
の
ラ
ス
タ
ブ
ァ
ヲ
運
動
へ
の

賛
同
者
、
転
向
者
が
出
て
、
社
会
問
題
化
し
て
い
る
。
そ
の
多
く
が

こ
の
グ
ル
ー
プ
に
加
入
し
て
い
る
と
い
う
。
ま
た
ア
ブ
リ

J

カ
掴
帰
還
に

つ
い
て
は
、
月
定
献
金
を
プ
ー
ル
し
て
、
組
織
的
移
住
計
一
砲
を
実
施

し
始
め
て
い
る
。
こ
れ
は
非
常
に
興
味
深
く
ま
た
重
要
な
側
蕗
を
持

つ
が
、
別
稿
を
要
す
る
。

(
幻
〉
紙
面
の
都
合
上
、
歌
調
の
掲
載
は
不
可
能
だ
が
、
詳
し
く
は
〉
塁
可

r
s
z
g
a
C
R
4
0
u
r
包
4
M
M
E
Z
g目

ur可
保

C
同
比
三
号
ま
え
忍
2
2問

。R4
3・
2
・
ペ
・
・
〉
神
宮
ロ

2
5・
回
申
ミ
"
若
・

H品
?
Z
H
-
抱
穂
修
士

論
文
、
〉
唱
。

E
F
3・
お
印
l
一
鑓
品
・
等
参
担
問
。

ハ
お
〉
百
獣
の
王
ラ
イ
オ
ン
は
ア
フ
リ
カ
の
象
徴
で
あ
り
、
セ
ラ
シ
三
常

の
H

威
風
堂
々
μ

の
権
威
、
強
さ
を
も
表
わ
す
。
新
約
謹
書
、
黙
示

ヲ
イ
オ
ン

録
五
・
五
の
「
ラ
タ
ハ
部
族
〉
か
ら
出
た
蜘
開
予
い
〈
和
紙
い
金
一
〉
の
表

現
の
イ
コ
ン
と
も
解
釈
さ
れ
る
。
聖
書
で
は
イ
品
ス
・
キ
リ
ツ
ス
ト
を

指
す
が
、
ラ
ス
タ
ブ
ア
リ
ア
γ
は
セ
ラ
シ
ナ
ぷ
新
都
品
一
閃
し
て
い
る
。
ま

た
行
進
す
る
ラ
イ
オ
ン
の
姿
は
、
ラ
ナ
オ
ど
ア
濁
旗
の
業
中
に
緩
か

れ
て
い
る
。

〈
部
〉
品
チ
オ
ピ
ア
へ
の
普
及
は
、
ピ

F
ポ
が
サ
マ
習
ヤ
伝
滋
の
殺
獲
鶏

に
、
「
ラ
ナ
オ
ピ
ア
の
賢
官
」
ハ
北
ス

1
ダ
ン
に
あ
っ
た
古
代
品
チ
オ

ピ
ア
の
財
政
官
で
ユ
ダ
ヤ
教
徒
〉
に
ガ
ザ
へ
の
途
中
会
っ
て
伝
え
た

こ
と
に
端
を
発
す
る
と
震
わ
れ
る
。
そ
れ
ま
で
に
、
ソ
口
モ
ン
の
知

一部一



恵
を
聞
き
、
自
己
の
知
的
欲
求
を
満
足
さ
せ
る
た
め
に
来
訪
し
た
シ

パ
の
女
王
が
、
ユ
ダ
ヤ
教
の
影
響
を
持
ち
込
み
、
ま
た
両
者
の
子
孫

が
エ
チ
オ
ピ
ア
帝
国
の
歴
代
の
王
家
を
守
り
、
セ
ラ
シ
エ
帝
す
ら
も

ダ
ピ
デ
の
直
系
と
信
じ
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
聖
書
的
メ
シ
ヤ
観
が

介
在
す
る
理
由
が
あ
る
。
な
お
歴
史
上
、
ア
ク
ス
ム
の
王
が
キ
リ
ス

ト
教
に
帰
依
し
た
の
は
三
三
三
年
頃
と
さ
れ
る
。



n Rastafarian Hymns n 
--- Nyabynghi Music of the Rastafari Movement in Jamaica --- ( 2 ) 

Yoshiko NAGASHI~~ 

A UgrounationH is a typical occasion/setting for Nyabynghi music. 
Generally held at night, its place, scale, purpose anc;! program vary aC'cording 
to groupse The indispensable elements are the three types of drums ( bass, 
fundeh, repeater ), other percussive instruments, clapping, voices, ( dancing), 
fire or light, and ganja ( marihuana )~ Some "grounations ft tend to be 
vitualistic and formal, and others, casual and informal. Rastafarians create 
their own music and world of worship, praises, reasoning and entertainment, 
where freedom, openness, movability, reciprocity, volition, spontaneity, 
communality, empathy, etc. ar-e significant. Collaboration through music 
suggests unity or identificatio~ among the self, the others and Jah-Rastafari. 

Their expressions depend on the instruments, rhythms, melodies, and 
other units of structure ( eeg. cadence,. forms of call- and-response), tempo 
and the total ambience. Polyrhythm is-observed; however, Nyabynghi rhythms 
are not complex excepting the repeater H talkirigll

• The fundeh's ostinato 
pattern, simpled and shared by many, is interpreted to identify the pulse of 
Jah. 

Melodies are more or 1ess hymnal and/or Western. Major tones are pre
ferred in accordance with the atmosphere of worship, upliftment of faith, 
consolidation and raise of morale, mutual encouragement, appeal of principle~, 
etc. Short, simple phrases, which are combined and repeated with slight 
changes, deepen the context and their inspiration~ and increases the signifi
cance of messagese The A-At-B-A' pattern and its variations are favored. 
Parallel thirds and fifths harmonies are frequent and popular. while poly
phony is not characteris.tic. The call-and-response pattern is observed not 
only on melody lines or in singing but in drumming, clapping and shouting. 
They are interrelated and well placed within the whole structure. 

Nyabynghi lyrics, filled with key words, are patterned on hymns eX
cepting such categories as uchurchH and l1eternal life", which are incon
gruous to Rastafarian theology. By changing certain Biblical or hymnal texts 
into unique jargons and neologism (URastalogue" or "I-tal;l expressions), 
Rastafarians mock and attack contradictions and tepid attitudes of so-called 
"-established" Christianity,· particul'lrly Catholicism .. 


